
鋳物づくりの基本を学ぶ 鋳造工学教室 レビューシート 

第 14 回講座 … 鋳物の品質管理 
 

Q1. 鋳物の製造現場で種々のデータを記録することが重要であると説明
しましたが、ここで採取したデータはどのように活かされることが想
定されますか︖  （ヒント︔ 「コントロール」と「トレーサビリティ」の視点から） 

 

製造現場で採取した様々なデータは、鋳型や溶湯の時系列の性状変化
をリアルタイムに捉えて生産条件を安定化させることや、何か不具合が
あった際にその原因を分析･究明するための元情報として活かされる。 

 

Q2．鋳造現場で正確に漏れなくデータをとるためにどのような工夫をし

たら良いと考えられますか︖ 
 

チェックシートを利⽤してデータの⽋損を未然に防ぐ工夫や、記録デ
ータを複数の人で確認したり、計測機器を導入してデータの自動読み取
り･記録をするなどしてデータの正確さを向上させる工夫が必要。 

 

Q3. 「パレート図」とはどのようなグラフを指しますか︖ また、パレー
ト図は鋳物づくりにおいてどのような場⾯で利⽤されることが想定さ
れますか︖ 

 

パレート図は、事象の頻度が多い順に並べたヒストグラムと、事象頻
度の割合を累積したグラフを組み合わせたもので、生産性の改善を検討
するにあたり、最も効果的な改善対象を⾒極める際に利⽤される。 

 

Q4．「特性要因図」を作成する際に着目項目としてしばしば「4M」の視点

が⽤いられますが、“4M”とは具体的に何を指しますか︖ 
 

特性要因図の着目項目に挙げられる“4M”とは、「人(Man)」、「機械･装
置(Machine)」、「材料(Material)」、「手法(Method)」の 4 つの視点のこ
と。 

 

Q5．「管理図」において管理幅を⼩さく設定すると、どのようなメリット

とデメリットが考えられますか︖ 
 

管理幅を⼩さくすると、生産条件のバラツキが⼩さくなり、より安定
した生産による鋳物品質の向上が期待できるが、その⼀⽅で管理幅を超
える頻度が多くなり、生産条件を安定させるための機器導入や熟練作業
者の配置が必要になるなど、管理コストが上昇するというデメリットが
生じる可能性もある。 

 




